
２００５年（平成１７年）１月３０日 町 田 市 議 会 だ よ り No.１５５ （８）

◎「町田市議会だより」は新聞折込の他、市民センター等で配布しております。郵送（実費）も行っております。

第４回定例会議案審議結果一覧表
◎全員可決　○多数可決　×否決

◎
３
月
定
例
会
の
お
し
ら
せ

月２３日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
受
付
締
切
は
、
３
月
７

日
午
後
５
時
で
す
。

日

　
２１

　
２８２３４７８９

　
１０

　
１１

　
１４

　
１５

　
１６

　
１７

　
１８

　
２９

○月
 

○月
 

○水
 

○木
 

○金
 

○月
 

○火
 

○水
 

○木
 

○金
 

○月
 

○火
 

○水
 

○木
 

○金
 

○火
 

内　
　
　

容

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
補
正
予
算

提
案
理
由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会
（
４
委

員
会
開
催
）

本
会
議
（
施
政
方
針

・
新
年
度
議
案
提
案

理
由
説
明
）

議
案
説
明
会

議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会
（
企
画 

総
務
・
保
健
福
祉
）

常
任
委
員
会
（
企
画 

総
務
・
保
健
福
祉
）

常
任
委
員
会
（
文
教 

生
活
・
都
市
環
境
）

常
任
委
員
会
（
文
教 

生
活
・
都
市
環
境
）

常
任
委
員
会
予
備
日

本
会
議
（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

議決結果議　　案　　名議案番号 
★ 市 長 提 出 議 案

○
平成１６年度（２００４年度）町田市一般会計補正予算
（第３号）

第１０７号

◎
平成１６年度（２００４年度）町田市国民健康保険事業会
計補正予算（第２号）

第１０８号

◎
平成１６年度（２００４年度）町田市下水道事業会計補正
予算（第３号）

第１０９号

◎
平成１６年度（２００４年度）町田市受託水道事業会計補
正予算（第１号）

第１１０号

○
平成１６年度（２００４年度）町田市病院事業会計補正予
算（第１号）

第１１１号

○町田市手数料条例の一部を改正する条例第１１２号

○町田市地域センター条例の一部を改正する条例第１１３号

◎
町田市在宅介護支援センター条例の一部を改正する
条例

第１１４号

◎町田市子どもセンター条例の一部を改正する条例第１１５号

◎
町田市学童保育クラブ設置条例の一部を改正する条
例

第１１６号

◎
町田市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師
の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例

第１１７号

◎町田市体育施設条例の一部を改正する条例第１１８号

◎土地の買入れについて第１１９号

◎
町田市公共下水道根幹的施設（町田下水処理場）の
建設工事委託に関する協定の一部を変更する協定

第１２０号

◎損害賠償の額の決定について第１２１号

○学童保育クラブの指定管理者の指定について第１２２号

○町田市授産センター条例の一部を改正する条例第１２３号

◎損害賠償の額の決定について第１２４号

承　　認
平成１６年度（２００４年度）町田市一般会計補正予算
（専決第１号）に関する専決処分の承認を求めるこ
とについて

報告第７号

★ 議 員 提 出 議 案

○
北朝鮮に対し、経済制裁並びに「特定船舶の入港の
禁止に関する特別措置法」の発動を求める意見書

第３８号

◎大規模災害の対策と早期復旧に関する意見書第３９号

◎高齢者虐待防止法の制定を求める意見書第４０号

○
新潟中越地震被災者の救援と生活再建のための支援
の抜本的強化を求める意見書

第４１号

×定率減税の縮小・廃止に反対する意見書第４２号

×イラクへの自衛隊派兵の延長に反対する意見書第４３号

○義務教育費国庫負担金制度の堅持を求める意見書第４４号

○
避難指示が解除される三宅島民への支援を抜本的に
強化することを求める意見書

第４５号

◎性犯罪防止を求める決議第４６号

◎
生活保護費国庫負担金負担率引き下げについての意
見書

第４７号

◎
治水事業に関する国庫補助負担金制度についての意
見書

第４８号

◎肝炎ウィルス検査の徹底と助成を求める意見書第４９号

町
田
市
地
域
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

　

玉
川
学
園
文
化
セ
ン
タ
ー
の

「
い
こ
い
の
間
」
の
使
用
時
間

を
、
ほ
か
の
施
設
と
統
一
す
る

も
の
で
、
平
成
一
七
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

町
田
市
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　

従
前
、
公
設
の
せ
り
が
や
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

設
置
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五

年
四
月
よ
り
木
曽
森
野
高
齢
者

福
祉
施
設
に
民
設
と
し
て
、
地

域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

を
改
め
て
設
置
し
、
せ
り
が
や

に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
も
の
で
、

平
成
一
七
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

町
田
市
立
学
校
の
学
校
医
、

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他�

条
例
・
そ
の
他�

予
　
　
　
　
算

予
　
　
　
　
算�

予
　
　
　
　
算�

学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤

師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

都
の
条
例
改
正
に
あ
わ
せ
て
、

補
償
基
礎
額
及
び
介
護
補
償
の
額

を
引
き
下
げ
る
も
の
で
、
平
成
一

七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。町

田
市
体
育
施
設
条
例
の

一
部
改
正

　

二
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
有
料
施

設
と
し
て
貸
し
出
す
二
施
設
（
仮

称
）
上
の
原
グ
ラ
ン
ド
、（
仮
称
）

相
原
中
央
グ
ラ
ン
ド
を
条
例
に
追

加
す
る
も
の
で
、
一
部
を
除
い
て
、

平
成
一
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

土
地
の
買
入
れ
に
つ
い
て

　

緑
地
保
全
の
森
「
成
瀬
山
吹
緑

地
」
用
地
と
し
て
、
町
田
市
成
瀬

字
三
一
号
四
九
八
四
番
二（
山
林
）

二
二
八
・
〇
九
㎡
他
一
九
筆
合
計

一
万
九
七
八
九
・
四
四
㎡
を
町
田

市
土
地
開
発
公
社
か
ら
買
入
れ
る

も
の
で
す
。

　

議
員　

指
定
管
理
者
に
変
更
す

る
そ
の
理
由
と
目
的
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

鶴
川
地
区

に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
、

そ
の
他
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
も
設
置

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

行
政
環
境
の
中
で
、
地
方
自
治
法

第
二
四
四
条
の
二
、
三
項
の
規
定

に
よ
り
ま
し
て
、
町
田
市
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
設
置
条
例
第
一
条
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
指
定
管
理

者
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

議
員　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ

っ
て
保
育
水
準
の
保
障
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

今
回
提
案

し
て
い
る
指
定
管
理
者
は
、
従
前

か
ら
市
内
で
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を

運
営
し
て
い
る
法
人
、
団
体
で
す
。

職
員
の
資
格
も
従
前
と
同
様
で
す

し
、
配
置
基
準
も
同
様
で
す
。
さ

ら
に
、
指
定
管
理
者
の
公
募
に
当

た
っ
て
は
、
当
然
、
保
育
の
質
に

つ
い
て
各
事
業
者
と
も
十
分
に
留

意
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
適

切
な
対
応
を
し
て
い
く
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。

本本
会会
議議
のの

質質
疑疑
かか
らら

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
運
営
費

　

議
員　

学
童
保
育
委
託
料
の
内

訳
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

児
童
の
増

加
に
伴
っ
て
の
委
託
料
の
増
額
で

す
。
民
間
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の

委
託
料
、
さ
ら
に
学
童
公
社
部
分
、

こ
れ
は
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
お

子
さ
ん
の
増
加
に
よ
る
委
託
料
の

増
額
で
す
。

　

議
員　

施
設
改
修
工
事
費
は
ど

の
よ
う
な
工
事
な
の
か
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

受
け
入
れ

学
童
数
が
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の

部
分
、
冷
暖
房
等
を
整
え
る
必
要

が
あ
り
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

た
め
で
す
。
さ
ら
に
、
保
護
者
等

か
ら
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
今
回
、
不
審
者
等
、
緊
急
事

態
に
な
っ
た
と
き
ク
ラ
ブ
の
屋
外

に
ベ
ル
が
鳴
る
よ
う
な
装
置
を
一

四
カ
所
に
新
た
に
設
置
す
る
も
の

で
す
。

　

議
員　

定
員
オ
ー
バ
ー
し
て
い

る
と
こ
ろ
の
指
導
員
配
置
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

今
年
度
か

ら
従
前
の
委
託
基
準
の
改
定
を
し
、

一
〇
〇
名
を
越
え
る
と
こ
ろ
に
も

対
応
で
き
る
委
託
基
準
で
の
職
員
、

常
勤
職
員
、
そ
の
他
必
要
な
職
員

が
配
置
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

地
区
活
動
推
進
費

　

議
員　

こ
の
消
耗
品
費
は
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

動
く
一
一

〇
番
と
い
い
ま
す
か
、
町
田
市
の

市
内
郵
便
局
が
取
り
組
ん
で
、
バ

イ
ク
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
、
車
両
に

つ
い
て
は
左
右
の
ド
ア
の
と
こ
ろ

に
、
防
犯
子
ど
も
一
一
〇
番
と
い

う
も
の
を
添
付
し
、
子
ど
も
が
通

学
途
中
で
す
と
か
、
外
出
時
、
路

上
で
不
審
者
に
声
を
か
け
ら
れ
た

と
か
、
つ
き
ま
と
わ
れ
た
と
か
と

い
う
よ
う
な
時
点
で
、
そ
れ
を
見

つ
け
ま
し
た
ら
速
や
か
に
一
一
〇

番
を
し
て
い
た
だ
く
、
郵
便
局
の

職
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。
印
刷
し
て
郵
便
局
の
車

両
に
整
え
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

達
の
安
全
確
保
に
事
業
者
に
も
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

議
員　

市
で
も
実
施
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
今
、
何

台
ぐ
ら
い
か
。

　

市
民
部
長　

市
の
方
は
、
子
ど

も
一
一
〇
番
と
は
ち
ょ
っ
と
違
い

ま
す
が
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
と
い

う
形
で
、
市
の
持
っ
て
い
る
車
、

三
七
〇
台
に
そ
れ
を
つ
け
て
、

車
の
側
面
に
同
じ
よ
う
な
形
で

つ
け
て
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。
乗
車
し
て
い
る
職

員
も
、
お
子
さ
ん
、
あ
る
い
は

成
人
の
方
を
含
め
ま
し
て
挙
動

不
審
の
状
況
等
を
見
ま
し
た
ら
、

警
察
等
へ
通
報
す
る
よ
う
な
、

そ
の
よ
う
な
体
制
で
今
臨
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

庁用車に防犯ステッカー


